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一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

宇宙基本法
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第18条
第１項

主要政策・施策

達成度 ％

％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載

112,133

独立行政法人通則法に基
づく主務大臣による業務実
績の評価結果において、全
ての項目で標準評価以上
の評価を受ける。

注１：平成25年度について
は、独立行政法人評価委
員会の年度評価結果で標
準評価以上の評価を受け
た項目の割合とする。

注２：国立研究開発法人宇
宙航空研究開発機構の行
う事業は、毎年度、独立行
政法人評価委員会による
達成度の評価を受けてい
る。

実施方法

定量的な成果目標

事業番号

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構運営費交付金に必要
な経費 担当部局庁 研究開発局 作成責任者

事業開始年度

交付

担当課室 宇宙開発利用課
宇宙開発利用課長

堀内　義規

事業名

会計区分

28年度

1,835

翌年度へ繰越し 0

計

文教及び科学振興

0

109,769

予備費等

29年度要求

予算
の状
況

当初予算

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

関係府省と緊密に連携しながら、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構において以下の施策を推進する。
・宇宙空間へのアクセスを可能とする手段として、自立的な宇宙活動の根幹である「宇宙輸送システム」
・社会的ニーズの高い災害対応に資する衛星の研究開発等を推進するとともに、新たな利用の創出を図る「衛星による宇宙利用」
・我が国の特徴を活かした独創的かつ先端的な研究を推進するとともに、未知のフロンティアである宇宙の探査に挑戦する「宇宙
科学・宇宙探査」
・国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）/日本実験棟「きぼう」を利用した「宇宙環境利用の推進」
・民間では保有困難な大型・高性能の風洞施設等の試験設備を整備・供用し、航空科学技術に係る先端的・基盤的な研究開発を
実施する「航空科学技術」
・ロケットや衛星に係る信頼性向上や宇宙航空科学技術に係る基礎・基盤的な研究開発を実施する「基礎・基盤的な研究開発」

10,082

109,769

0 0

0 0

標準評価(B評価）以上の評
価を受けた項目の割合。

注１：平成25年度について
は、標準評価(A評価)以上
の評価を受けた項目の割
合。

注２：「地球観測衛星の開
発に必要な経費」及び「国
際宇宙ステーション開発に
必要な経費」による実績も
一部含まれる。

注３：平成27年度の成果実
績は評価確定後に記載

25年度

114,472

予算額・
執行額

（単位:百万円）

26年度 27年度

0

0

-

0

補正予算

平成１５年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構において、大学との共同等による宇宙科学に関する学術研究、宇宙科学技術に関する
基礎研究及び宇宙に関する基盤的研究開発並びに人工衛星等の開発、打上げ、追跡及び運用並びにこれらに関連する業務を、
総合的かつ計画的に行うとともに、航空科学技術に関する基礎研究及び航空に関する基盤的研究開発並びにこれらに関連する業
務を総合的に行うことにより、大学等における学術研究の発展、宇宙科学技術及び航空科学技術の水準の向上並びに宇宙の開
発及び利用の促進を図ることを目的とする。

前年度から繰越し 0 0

成果実績

目標値

成果指標 単位

％

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果指標 単位

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標

％

平成２８年度行政事業レビューシート 文部科学省

執行額

109,769 113,968 124,554 105,343 0

113,968 124,554

執行率（％） 100% 100% 100%

＜宇宙科学・宇宙探査＞
宇宙科学･宇宙探査を目的
とする様々な衛星・探査機
の研究開発、運用を通じた
成果を創出する。

過去10年間における高被
引用論文（※）数

※トムソンロイターのデータ
ベースである、Essential
Science Indicatorsでは、科
学全体を大きく22の研究分
野に分類しており、それぞ
れの分野において被引用
数が上位１%の論文を高被
引用論文(Highly Cited
Papers)と定義している。

成果実績 編

目標値

　 0271

年度-

- 年度

-

100

-

- - - - -

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構第3期中期計画
宇宙基本計画(平成28年4月1日閣議決定) 　等

25年度 26年度 27年度
目標最終年度

97 100

100

100 -

100

- -

100

-

0 0

105,343

関係する計画、
通知等

達成度

中間目標

- 年度

25年度 26年度 27年度
中間目標 目標最終年度

- 年度

49 51 51 - -

- - - - -

97

100

宇宙開発利用

チェック  



3 3 1

105,343

1 4 4

2 5

26年度

活動実績

27年度

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

単位当たり
コスト

算出根拠

当初見込み

件

活動指標

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

105,343 0

活動指標

＜宇宙科学･宇宙探査＞
宇宙科学･宇宙探査を目的とする様々な衛星・探査機の
研究開発、運用による実績(査読付き論文数)。

-

活動指標

4 3

28年度活動見込

- - -

＜宇宙輸送システム＞
基幹ロケットの打上げ成功数。 件

活動実績

単位

※国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構が行う基
礎研究及び基盤的研究開発並びに人工衛星等の開
発、打上げ、運用等を総合的に実施するうえで必要な

交付金のため、単位当たりコストの算出は困難

単位当たり
コスト -

--

28年度当初予算

単位

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

単位

＜衛星による宇宙利用＞
地球観測データ蓄積量（※）
※過去３年間の差分の平均を前年実績値に上乗せし、
当初見込みに設定している。

活動指標 単位

活動実績 編

当初見込み -

単位

3 5 3

件

当初見込み

TB

＜航空科学技術＞
当初見込み：年度当初のプロジェクト数（計画も含む）
活動実績：年度当初の実施計画以上の実績を上げたプ
ロジェクト数

活動実績 件

当初見込み 件

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位

＜基礎・基盤的な研究開発＞
開発を完了したコンポーネント数

活動実績

件

28年度活動見込

計算式 　　/

-

2,494 2,721 3,386.5 3,886.5

25年度 26年度 27年度

25年度 27年度

-

3 3 1

26年度

平
成
2
8
・
2
9
年
度
予
算
内
訳

（
単

位
：
百
万
円

）

歳出予算目

0

25年度

28年度活動見込

-

25年度 26年度 27年度 28年度活動見込

3 5 3 -

5

28年度活動見込

-

- - - -

25年度 26年度

26年度 27年度

319 322 298

29年度要求 主な増減理由

当初見込み TB

28年度活動見込

2,526 3,059 3,433 -

25年度

27年度

計

国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構運営費交付金



施策の進捗状況（目標）目標

施策の進捗状況（実績）

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

陸域観測技術衛星「だいち」（ALOS）、「だいち2号」（ALOS-2）、温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」（GOSAT）、GOSAT-2などによる地球観測の
データの蓄積等は、環境分野の諸問題を科学的に解明し、国民生活の質の向上と安全を図ることに寄与する。

定性的指標
目標年度

- -

施策 ９－３　環境分野の研究開発の重点的推進

政策 ９　科学技術の戦略的重点化

温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」（GOSAT）及び
GOSAT-2による観測の状況

- -

「いぶき」GOSATの着実な運用を行うとともに、GOSAT-2の開発を
着実に実施する。（毎年度）

施策の進捗状況（実績）

「いぶき」GOSATの着実な運用を行って、全球の温室効果ガス（二
酸化炭素、メタン）の観測を継続し、地球大気全体の二酸化炭素平
均濃度が400 ppmに近づくことを初めて示すとともに、人為起源メタ
ン排出量の監視・検証ツールとして有効利用できることを示した。ま
た、後継機である GOSAT-2については、詳細設計を完了し、着実
に開発を実施した。

目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度

温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」（GOSAT）及び
GOSAT-2観測データの関係機関への提供
（※衛星観測による成果の一つとして参考に示す）

- -

国内外の研究機関に対して「いぶき」観測データの提供を推進す
る。また、「いぶき」の観測精度を向上させたGOSAT-2の開発を着
実に実施する（平成29年度打ち上げ目標）。（毎年度）

施策の進捗状況（実績）

国内外の研究機関へ「いぶき」（GOSAT)の観測データの提供を行
い、地球温暖化等の環境分野における諸問題解決に貢献した。
(18,094,443件)

防災関連機関等に対して観測データの提供を行うとともに、その利
用拡大を図る。（毎年度）

防災関係機関等へ「だいち」(ALOS)及び「だいち２号」(ALOS-2)の
データ提供を行い、地球規模の環境問題解決に貢献した。(9,106
件)

定性的指標 目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度

- -

ALOS-2の着実な運用を行う。（毎年度）

施策の進捗状況（実績）

「だいち2号」（ALOS-2）の着実な運用を行って観測を継続するとと
もに、防災関係機関等へ「だいち2号」及び「だいち」アーカイブデー
タを提供することで、発災後の状況把握に加えて、異変の早期発
見にも活用されるようになり、防災機関の意思決定プロセスに衛星
観測が組み入れられるようになった。

定性的指標

測
定
指
標

定性的指標 目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度

陸域観測技術衛星「だいち」（ALOS) 及び「だいち2号」
（ALOS-2）による観測の状況

陸域観測技術衛星「だいち」（ALOS）及び「だいち2号」
（ALOS-2）観測データの関係機関への提供
（※衛星観測による成果の一つとして参考に示す）

政
策
評
価

、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

政
策
評
価



測
定
指
標

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 31 年度

ＪＡＸＡが行う宇宙ステーション補給ミッションの実績（累
計）

※ISS参加国はISS運用にかかる共通的なシステム運
用経費の分担している。我が国はISSへの物資輸送に
より分担責任を果たしており、関係諸国との国際調整の
状況を踏まえ、目標値を設定。

実績値

文部科学省及びJAXAが主催するアジア太平洋地域宇
宙機関会議(APRSAF)を開催した実績

実績値 件 1 1 1 - -

目標値 件 1 1 1 - -

-

目標値 件 - - - - 9

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 - 年度

定性的指標 目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度

固体ロケットシステムの維持・発展に向けた進捗状況 - -

小型衛星の打ち上げに柔軟かつ効率的に対応できる、低コストか
つ革新的な運用性を有するイプシロンロケットの研究開発及び打ち
上げを宇宙基本計画に基づき行う。（毎年度）

施策の進捗状況（実績）

イプシロンロケット２号機の開発とイプシロンロケット高度化開発を
統合した強化型イプシロンについて、第２段および第３段の機器搭
載構造の各種試験や、第２段モータ地上燃焼試験を行うなど、開
発を行い、あわせて２号機の機体製造を進めた。

定性的指標 目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度

宇宙科学研究や宇宙探査のための衛星の開発･運用
の進捗状況

- -

宇宙科学･探査に必要な観測データを取得し、世界一級の研究成
果の創出及びこれからを担う新しい学問分野の開拓に貢献する。
（毎年度）

施策の進捗状況（実績）

平成27年12月に小惑星探査機「はやぶさ２」の地球スイングバイを
行い、計画通り加速され、目標としていた軌道を順調に航行してい
る。また、金星探査機「あかつき」の金星周回軌道投入を平成27年
12月に計画通り実施した。水星探査プロジェクト（BepiColombo）、
ジオスペース探査衛星（ERG）等の打ち上げ準備を進めた。

定性的指標 目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度

新型基幹ロケットの開発 - -

我が国の自立的な打ち上げ能力の拡大及び打ち上げサービスの
国際競争力の強化に資するべく、平成32年度の初号機の打ち上げ
を目指し、開発を着実に推進する。（毎年度）

施策の進捗状況（実績）

機体形態を選定し、ロケット機体のシステムならびに各サブシステ
ム、および地上施設設備の基本設計を進めた。
あわせてイプシロンロケットとのシナジーの方向性、現行基幹ロ
ケット（H-IIAおよびH-IIB）からの移行計画について検討を進めた。

- -

年度

ＪＡＸＡによる査読付論文の発表数

実績値 件 391

単位
目標年度

-

我が国の基幹ロケットであるH-ⅡA及びH-ⅡBロケット
の各年度ごとの打ち上げ成功率

目標値

政策 ９　科学技術の戦略的重点化

施策 ９－６　宇宙・航空分野の研究・開発・利用の推進

測
定
指
標

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

-

実績値

％ 100 100 100 - 100

％ 100 100 100

年度 29

- -

目標値 件 350 350 350 - 350

定量的指標 25年度 26年度 27年度
中間目標

435 465

年度 - 年度

件 4 4 5 -

政
策
評
価

、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

政
策
評
価



測
定
指
標

定性的指標 目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度

社会の要請に応える航空科学技術の研究開発の進捗
状況

- 30

エンジンの高効率化、現行及び次世代の航空機の低騒音化並び
に乱気流の検知能力向上等について、実証実験を通じて成果を上
げる。

施策の進捗状況（実績）

次世代ファンタービンシステム技術は、高効率軽量ファン及び軽量
タービンに関し、要素技術の確認試験、解析を行い、高効率軽量
化設計の見通しを高めるための基礎データを取得した。次世代旅
客機の機体騒音低減技術は、飛行実証に向け、実証機の騒音基
礎データ取得、飛行実証に用いる機体の高揚力・降着装置の低騒
音化のための風洞試験、機体改造設計を実施した。乱気流検知技
術は、乱気流事故防止機体技術の実証に向けて、飛行実証用搭
載型システム用の搭載設計を実施するとともに、コンポーネントの
製造に着手し、設計通り製造されていることを確認した。

国際的な協調を踏まえた、日本実験棟「きぼう」等の運
用の進捗状況

- -

有人宇宙技術及び宇宙環境利用技術をはじめとする広範な技術
の高度化の促進及び国際協力の推進を目的として、日本実験棟
「きぼう」における宇宙空間利用技術の実証と運用及び宇宙飛行
士の搭乗を安全・確実に実施するとともに、将来無人･有人宇宙活
動を行う上で必要となる技術、知見の蓄積を進める。（毎年度）

施策の進捗状況（実績）

日本実験棟「きぼう」の運用・利用を引き続き推進した。油井宇宙
飛行士が7月よりISSへの長期滞在を開始し、宇宙ステーション補
給機「こうのとり」(HTV)5号機のISSへの結合及びISSからの離脱の
運用や、ブラジル宇宙機関及び千葉工業大学の超小型衛星放出
などのミッションを成功裏に実施した。特に、HTV5号機のISSへの
結合及びISSからの離脱の運用においては、油井宇宙飛行士がロ
ボットアームの操作を行うとともに、米国航空宇宙局（NASA）ジョン
ソン宇宙センターの若田飛行士及び筑波宇宙センターのJAXA地
上管制チームと連携し、チームジャパンの技術力を示した。HTV5
号機は、NASAからの緊急物資輸送の要望にも対応し、当初の計
画以上の物資をISSへ輸送した。
「きぼう」利用成果の最大化に向け、戦略的かつ有望な利用テーマ
の設定を図るため、テーマの選定プロセスを改善し、2020年までに
国の健康・医療戦略（ヒト疾患関連エピゲノム研究、臓器立体培養
等再生医療研究）に貢献する成果創出が期待できる3件の利用
テーマを選定した。「高品質タンパク質結晶生成実験」では、有望
かつ短期間での成果創出が期待できる機関との連携強化を推進
し、新たな共同研究に着手した。
国連宇宙部と、発展途上国等への超小型衛星放出の利用機会提
供に係る協力取決めを締結し、新たな「きぼう」利用機会の拡大、
多様な利用の実現を図った。

定性的指標 目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度

利用ニーズを踏まえた衛星システムの開発・運用の進
捗状況

- -

宇宙基本計画に基づき、利用ニーズを踏まえた衛星システムの開
発･運用を行う。災害対策、地球規模の環境問題の解決等に貢献
する宇宙技術の研究開発を継続し、衛星利用を一層促進する。
研究開発の成果を最大限活動し、より広く社会・経済へ還元する。
（毎年度）

施策の進捗状況（実績）

火山噴火予知連絡会等の防災機関における火山活動の観測・監
視においALOS-2が定常的に利用されており、桜島火山活動にお
いては地殻変動の変動源の推定に、箱根山火山活動においては
規制区域への立入再開及び安全対策の判断材料として活用され
た。
また、平成27年9月の鬼怒川洪水においては、ALOS-2による浸水
域の観測結果が、国土交通省の統合災害情報システム経由で省
内および地上整備局に情報共有されるとともに、堤防決壊に伴う浸
水域の把握や排水ポンプ車の配置・運用等で活用された。
GCOM-W、GPM等の観測データ、及び国内外の衛星の観測データ
を複合的に利用したプロダクトである、世界の雨分布リアルタイム
（GSMaP_NOW）の国内外のユーザへの提供を開始した。観測から
4時間後に提供していた世界の雨分布を、実時間で提供可能とした
ことにより、地上レーダの配備されていない離島の自治体で利用が
計画されており、地上観測が不足するアジア・オセアニア・西太平
洋地域の国々に対するGSMaPの世界展開へ向けた、最初の社会
実装例となる。

定性的指標 目標 施策の進捗状況（目標）
目標年度
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中間目標 目標年度

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

基幹ロケットの着実な打上げ成功や宇宙科学･宇宙探査を目的とする様々な衛星・探査機の研究開発、運用による成果、航空科学技術における着
実なプロジェクト推進、各種コンポーネントの開発、地球観測データ蓄積は、宇宙・航空分野の研究・開発・利用の推進に寄与する。なお、査読付論文
数、宇宙航空教育を取り入れるJAXAとの連携校数等については、中期計画（平成25年度～平成29年度）に基づき、目標値を記載している。

測
定
指
標

定量的指標 単位 25年度

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度

ＪＡＸＡにおいて人材交流を行った数

実績値 人 852 806 747 - -

目標値 人 500 500 500 - 500

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度

施設・設備共用件数

実績値 件 135 156 64 - -

目標値 件 50 50 50 - 50

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度

技術移転（ライセンス供与）契約件数

実績値 件 261 295 269 - -

目標値 件 60 60 60 - 60

26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度

大学・企業等との共同研究の件数

実績値 件 718 758 689 - -

目標値 件 500 500 500 - 500

定量的指標 単位 25年度

年度 29 年度

博物館、科学館や学校等と連携した講演実施回数

実績値 回 670 614 662 - -

目標値 回 400 400 400 - 400

26年度 27年度

測
定
指
標

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度

宇宙航空教育を取り入れるＪＡＸＡとの連携校の数

実績値

タウンミーティングの開催回数

実績値 回 15 10 10 - -

目標値 回 10 10 10 - 10

ＪＡＸＡによる宇宙教育指導者の育成人数

実績値 人 947 645 502 - -

目標値 人 500 500 500 - 500

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度

ＪＡＸＡとの連携地域拠点の数

実績値 拠点 4 2 4 - -

目標値 拠点 1 1 1 - 1

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度

ＪＡＸＡが教員研修・教員養成を実施した人数

実績値 人 1,897 1,020 1,929 - -

目標値 人 1,000 1,000 1,000 - 1,000

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度

校 162 117 118 - -

目標値 校 80 80 80 - 80

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度
中間目標 目標年度

- 年度 29 年度
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国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）におい
て使途・費目の精査を行って締結した契約に基づき、適切に
取組が実施されており、資金の流れは中間段階でも合理的
である。

-

衛星、ロケット、航空機等に関する大型設備が必要かつリス
クが高い研究開発を行うものであり、地方自治体、民間等に
委ねることはできない。

○

評　価項　　目

宇宙基本計画（平成28年4月1日閣議決定）を踏まえた取組
であり、社会的ニーズの高い防災・災害対応技術の利用促
進等を含むものであることから、優先度が高い事業である。

目標最終年度

○

-

-

目標値

中間目標計画開始時
27年度 28年度

-

- - -

○

中期目標に基づき策定された中期計画の履行に必要な取組
を実施するために締結する契約に関して、国立研究開発法
人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）において契約時に使途・
費目の精査を行っていることから、費目・使途は事業目的に
即し真に必要なものに限定されている。

単位

○
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）におい
て、支出先の選定に当たっては、宇宙開発の特殊性により、
一定の一者応札が避けられないものもあるが、真にやむを
得ないものを除き、原則として一般競争入札等によることと
するなど、競争性・透明性を確保する取組みを続けている。
さらに、一般競争入札等により契約する場合であっても、入
札公告前に、チェックシートを用いて競争性を妨げる要因が
ないかの自己点検を行うほか、電子入札システム、調達情
報配信サービス、競争契約に係る仕様書を受領した業者を
対象にウェブアンケートを実施するなどの改善を進めてい
る。

‐

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

有

年度
K
P
I

(

第
一
階
層

）
- -

本事業の成果と改革項目・KPIとの関係

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

宇宙基本計画（平成28年4月1日閣議決定）の実現に必要な
取組であり、政策体系の中で優先度が高い。

- -

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

○

‐

-

○

有

○

一般競争入札、総合評価入札又は随意契約（企画競争）による支出のうち、
一者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

成果実績

・国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）では、
成果報告書、技術資料、調達仕様書等、事業に係る様々な
資料をJAXA技術文書として管理・共有することで、業務の標
準化・効率化を図っている。
・プロジェクトへの移行時に行うプロジェクト移行審査におい
て、コスト評価を実施しており、効率的な事業遂行に努めて
いる。

- 年度

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

受益者との負担関係は妥当であるか。

年度

- -

-

我が国の宇宙分野における自立性を確保することなどを目
的に、国として実施すべき取組であり、負担関係は妥当であ
る。

国
費
投
入
の
必
要
性

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

-

達成度 ％ -

改革
項目

分野： - -

事業所管部局による点検・改善

ＫＰＩ
（第一階層）

-

-

-

-

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

27年度 28年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - - - - -

目標値 - - - - - -

達成度 ％ - - - - -

経
済
・
財
政
再
生

ア
ク
シ
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・
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ム

政
策
評
価

、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係



活動実績は見込みに見合ったものであるか。

事業名

‐

独立行政法人通則法に基づき実施された各年度における業
務の実績に関する評価における「利用拡大のための総合的
な取組」の項目において標準評価以上の評価を受けており、
整備された施設や成果物は十分に活用されている。

22-0330

25-0299

平成23年度

点検結果

27-0283

24-0324

外部有識者の所見

改善の
方向性

・上記成果が出ていることを踏まえ、今後も政府の宇宙開発利用全体を技術で支える中核機関として積極的に取組みを進める。
・契約の競争性、公平性、透明性を確保する観点から、引き続き、競争契約に係る仕様書を受領した業者へのアンケート調査結果を踏まえた
仕様書の要求事項の明確化、適切な履行期間の確保等の改善を行うとともに、電子入札システムや調達情報メール配信サービスの利用拡大
に努めていく。
・調達改善の結果を継続し、一括調達や単価契約に取り組むとともに、国立研究開発法人間で調達実績等の情報を共有し、引き続き効率的な
調達に努める。

　国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）における取組は、宇宙基本計画（平成28年4月1日閣議決定）の実現に必要な取組であ
り、これらの取組は、社会的ニーズの高い防災・災害対応技術の利用促進、宇宙産業の振興、宇宙科学等のフロンティアの開拓、宇宙産業関
連基盤や宇宙科学技術基盤の維持・強化等に大きく貢献するものである。衛星利用分野においては、「だいち2号」（ALOS-2）の着実な運用を
行って観測を継続するとともに、防災関係機関等へ「だいち2号」及び「だいち」アーカイブデータを提供することで、発災後の状況把握に加え
て、異変の早期発見にも活用されるようになり、防災機関の意思決定プロセスに衛星観測が組み入れられるようになるなど顕著な成果を上げ
ている。また、宇宙環境利用分野においては、「高品質タンパク質結晶生成実験」において、有望かつ短期間での成果創出が期待できる機関と
の連携強化を推進し、新たな共同研究に着手するなど研究成果の最大化に向けた取組を着実に進めている。
　契約については、真にやむを得ないものを除き、原則として一般競争入札等により契約することとしている。また、一般競争入札等により契約
する場合であっても、入札公告前に、チェックシートを用いて競争性を妨げる要因がないかの自己点検を行うほか、電子入札システム、調達情
報配信サービス、競争契約に係る仕様書を受領した業者を対象にウェブアンケートを実施するなどの改善を進めている。

○

平成26年度

関連する過去のレビューシートの事業番号

○整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

平成25年度

23-0307

26-0293

平成24年度

平成27年度

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

行政事業レビュー推進チームの所見

独立行政法人通則法に基づき実施された各年度における業
務の実績に関する評価において、高い評価を受けており、成
果実績は成果目標に見合ったものとなっている。

事業番号
関
連
事
業

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

○
当初見込み通り又は当初見込みを上回る実績を上げてお
り、活動実績は見込みに見合ったものである。

○

本事業の評価は、法人全体として事業の評価を行う必要があるため、個別に切り分けることが困難であり１事業としている。なお、分かりやすさを確保するため
に、資金の流れ図を柱毎に分割するなどの工夫を行っている。

所管府省・部局名

宇宙・航空分野の研究開発は高度な専門性が必要であるた
め、その知見を有する国立研究開発法人宇宙航空研究開発
機構（ＪＡＸＡ）において実施することで実効性の高い手段と
なっている。

点
検
・
改
善
結
果

平成22年度

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）



※平成27年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

別紙（資金の流れ図）参照 



一般管理費

金　額
(百万円）

A.宇宙航空研究開発機構

10,690.5

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

17,583.5

人件費 役職員の給与・退職金・社会保険料等

人工衛星の開発・運用、人工衛星の利用研
究・解析研究、人工衛星の追跡施設の設備
維持等

17,154.7 人件費

使　途

業務費 業務費
人工衛星・ロケット・航空機技術の開発等、
これらの設備の維持・運用等、計算機の賃
貸借、土地・建物賃借料、清掃業務等

費　目

管理部門に係る物件費、公租公課 2,929.1

1,446.7

B.衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送

金　額
(百万円）

96,215.8

職員の給与・退職金・社会保険料等

費　目 使　途

計 116,299.6 計 12,137.2

C.宇宙輸送システム D.宇宙科学・探査

費　目 使　途

業務費 ロケットの開発、射点系設備の保全作業等 33,604.8 業務費
人工衛星の開発、科学衛星・探査機運用に
関わる管制運用作業等

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 1,380.3 人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 2,321.6

計 34,985.1 計 19,905.2

人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 1,557.2 人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 28.1

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

業務費
「きぼう」搭載実験装置の開発、ＪＥＭ利用実
験支援、宇宙実験用供試体の設計・製作等

3,308.4 業務費 無線による送受電技術等に関する研究等 279.7

計計 4,865.6

費　目 使　途

業務費
次世代航空機技術の研究開発、試験装置
の製作等

6,310

307.8

金　額
(百万円）

20,927.6

E.有人宇宙活動 F.宇宙太陽光発電

費　目

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙２】に記載

人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 2,055.3 人件費 職員の給与・退職金・社会保険料等 4,255.3

G. 航空科学技術 H.横断的事項

計 8,365.3 計 25,182.9

費　目 使　途
金　額

(百万円）

業務費
計算機の賃貸借、追跡管制運用業務、情報
システムの運用管理業務、広報・普及活動
業務、安全・信頼性業務技術支援等

チェック  



支出先上位１０者リスト
B

三菱電機株式会社

日本電気株式会社

日本電気株式会社

一般財団法人リモー
ト・センシング技術セ
ンター

宇宙技術開発株式
会社

一般財団法人リモー
ト・センシング技術セ
ンター

日本電気株式会社

日本電気株式会社

宇宙技術開発株式
会社

日本電気株式会社

5 1 -

- -

4

1 -

8

7

9

6

1

1 -

3

10

1 -

2

3

随意契約
（企画競争）

-

総合評価入札

- -

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

2 -

法　人　番　号

7010401022916

7010401022916

8010405009768

3011201000611

8010405009768

7010401022916

入札者数
（応募者

数）
落札率契約方式

随意契約
（企画競争）

2 -

総合評価入札

随意契約
（企画競争）

一般競争入札

320

4010001008772 2,728

支　出　額
（百万円）

支　出　先 業　務　概　要

-

随意契約
（企画競争）

随意契約
（その他）

- -

637

436

396

214

204

124

7010401022916

3011201000611

7010401022916

先進光学衛星の開発及び
衛星管制・ミッション運用シ
ステム衛星固有部の構築
及び初期運用を行う。

光データ中継衛星を用いた
光衛星間通信システムの
開発を行う。

光データ中継衛星を用いた
光衛星間通信システムの
設計検討、試作およびイン
タフェース検討等の関連す
る作業を実施する。

地球観測衛星のミッション
運用業務、並びに地球観
測情報システムの運用業
務を行う。

人工衛星の追跡管制運用
業務及び追跡関連施設の
設備維持業務を行う。

地球観測データの解析研
究に関連する支援作業を
行う。

地球観測衛星用Ｋａ帯受信
システムの整備を行う。

光衛星間通信地上システ
ムの設計検討及び試作評
価を行う。

準天頂衛星システム（ＱＺＳ
Ｓ）の運用業務を行う。

「みちびき」測位ペイロード
及び地上システムの評価
及び維持支援を実施する。

388

371

※同種の他の契約の予定価格を類推させるおそれがあるため非公表としている。（以下同様） 

チェック  



C

三菱重工業（株） 8010401050387

種子島宇宙センター射点
系設備（射場点検取扱設
備、高圧ガス貯蔵供給設
備、大型ロケット組立棟設
備）の保全作業を行う。（平
成28年3月）

490
随意契約
（その他）

- -

ロケット製作に必要な専用
治工具等の保守・維持を行
う。

792
随意契約
（その他）

- -

宇宙技術開発株式
会社

3011201000611

種子島宇宙センター、小笠
原追跡所および内之浦宇
宙空間観測所の射場系／
安全系設備について、月間
点検、定期点検等の保全
作業を実施し、その機能・
性能の維持を図る。

466 一般競争入札 1 -

（株）ＩＨＩ 4010601031604

角田宇宙センター供給系
総合試験設備に対し、ター
ボポンプ試験設備の改修
並び試験機能の付加を行
う。

1,036 - - -

三菱重工業（株） 8010401050387

2

-

三菱重工業（株） 8010401050387

新型基幹ロケット用１段エ
ンジン開発のエンジンシス
テムに関する作業を実施す
る。

5,018

3

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

三菱重工業（株） 8010401050387
新型基幹ロケットの機体シ
ステムを開発する。

7,809 - -

- - -

株式会社ＩＨＩエアロ
スペース

4010601031653

新型基幹ロケットに適用す
る固体ロケットブースタ及
び火工品の開発を実施す
る。

2,035 - - -

6

7

4

5

（株）ＩＨＩ 4010601031604
新型基幹ロケット用１段エ
ンジン開発のターボポンプ
に関する作業を実施する。

1,789 - - -

10

8

9

株式会社コスモテッ
ク

7010001101987
種子島宇宙センターの共
通系施設設備の保全運用
作業を実施する。

682 - - -

三菱重工業（株） 8010401050387

種子島宇宙センター射点
系設備（射場点検取扱設
備、高圧ガス貯蔵供給設
備、大型ロケット組立棟設
備）の保全作業を行う。（平
成27年4月～平成28年3月）

1,685 - - -



D

E

株式会社ＩＨＩエアロ
スペース

4010601031653
ＪＥＭ搭載用静電浮遊炉を
構成する機器類のフライト
予備品を整備する。

107
随意契約

（企画競争）
1 -

三菱電機株式会社 4010001008772

ループヒートパイプラジ
エータ（ＬＨＰＲ）技術実証に
用いるループヒートパイプ
の製作を行う。

70
随意契約
（その他）

- -

株式会社ＩＨＩ検査計
測

4010701000913
多目的実験ラック搭載用の
固体燃焼実験装置の開発
を行う。

68 - - -

三菱重工業（株） 8010401050387
ＪＥＭ搭載小動物飼育装置
の付属品及び消耗品の調
達を実施する。

440 - - -

一般財団法人　日本
宇宙フォーラム

1010005007996

JEMの利用テーマに関し、
実験要求書の作成、地上
予備実験の実施等により、
テーマ提案者の準備作業
を支援する。

175 一般競争入札 1 -

米国航空宇宙局（Ｎ
ＡＳＡ）

小動物飼育実験をスペー
スＸドラゴンに搭載するため
に必要となる射場作業及び
輸送関連作業を行う。

110
随意契約
（その他）

- -

株式会社ＩＨＩエアロ
スペース

4010601031653
観測ロケットＳ－520－30号
機の開発を行う。

185 - - -

日本電気株式会社 7010401022916
小惑星探査機（はやぶさ2）
の地上系システムの改修
を行う。

173 - - -

日本電気株式会社 7010401022916
ジオスペース探査衛星の
バス部の開発を行う。

907 - - -

株式会社ＩＨＩエアロ
スペース

4010601031653

搭載衛星（ジオスペース探
査衛星）のため、イプシロン
ロケット２号機の能力向上
に向けた開発を行う。

545 - - -

三菱重工業（株） 8010401050387
ジオスペース探査衛星の
ミッション部の開発を行う。

331 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

株式会社ＩＨＩエアロ
スペース

4010601031653
イプシロンロケット2号機の
機体製作を行う。

990 - - -

3

4

1

2

日本電気株式会社 7010401022916
Ｘ線天文衛星（ＡＳＴＲＯ－
Ｈ）のフライトモデルの開発
を行う。

1,053 - - -

7

8

5

6

三菱電機株式会社 4010001008772
小型月着陸実証機「ＳＬＩ
Ｍ」の開発の開発を行う。

358
随意契約

（企画競争）
2 -

9

10

日本電気株式会社 7010401022916
イプシロンロケット2号機の
計測通信系機器の製作を
行う。

177 - - -

日本電気株式会社 7010401022916
科学衛星・探査機運用に関
わる追跡運用作業等を行
う。

282
随意契約
（その他）

- -

1

4

5

2

3

三菱重工業（株） 8010401050387
ＪＥＭに搭載する小動物飼
育装置の開発を行う。

406 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

8

9

6

7

ダイヤモンドエア
サービス株式会社

6180001051878

ＪＥＭにおける宇宙実験の
予備的実験を航空機によ
る短時間微小重力空間利
用し行う。

90
随意契約
（公募）

1 -

10
千代田化工建設株
式会社

3020001018029
ＪＥＭで実施する細胞培養
実験の供試体（フライトモデ
ル）の製作を行う。

54
随意契約
（その他）

- -

三菱重工業（株） 8010401050387

ＪＥＭ搭載用水棲生物継代
実験装置フライトモデルの
設計、製作等と、フライトに
必要な支援を行う。

61
随意契約
（その他）

- -



F

G

スウェーデン宇宙公
社

-

気球を用いたソニックブー
ム計測及び供試体落下試
験（Ｄ－ＳＥＮＤ ＃2）の支
援を行う。

107 - - -

株式会社守谷商会 2010001059025
ファンブレード衝撃試験機
の製作を行う。

83 一般競争入札 1 -

三菱スペース・ソフト
ウエア株式会社

9010401028746

航空機搭載型ドップラーラ
イダーを用いた乱気流情報
提供装置の設計・試作を行
う。

70
随意契約
（その他）

- -

（株）ＩＨＩ 4010601031604

高効率軽量ファン・タービン
技術実証に関する複合材
料製造技術のデータ取得
等を行う。

476 - - -

株式会社コスモテッ
ク

7010001101987 風洞運用業務を行う。 169 一般競争入札 1 -

ダイヤモンドエア
サービス株式会社

6180001051878

JｅｔＦＴＢ飛翔を用いて飛行
実証するための低騒音化
デバイスの設計・製作を行
う。


126 - - -

株式会社三菱総合
研究所

6010001030403
ＳＳＰＳ研究開発シナリオ、
ロードマップの策定に向け
た技術調査等を行う。

7 一般競争入札 1 -

株式会社プリード 1013101001154
レーザー伝送時に大気屈
折構造関数を測定するシン
チロメータを購入する。

7
随意契約
（その他）

- -

株式会社日立ビルシ
ステム

2010001027031

レーザー方式宇宙太陽光
発電システムにおける上下
伝送試験準備等作業を行
う。

22
随意契約
（その他）

- -

シャープ株式会社 6120001005484
高効率光電変換技術の開
発を行う。

18
随意契約
（その他）

- -

株式会社メイテック 1180001027412
宇宙太陽光発電システム
（ＳＳＰＳ）研究開発に係る
支援業務を行う。

9 一般競争入札 1 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

三菱電機株式会社 4010001008772

マイクロ波ビーム方向制御
装置の改良検討及び制御
精度評価試験に向けた計
画検討を行う。

73
随意契約
（その他）

- -1

2

5

6

3

4

三菱電機株式会社 4010001008772

マイクロ波ビーム方向制御
装置における電子補正制
御（ＲＥＶ制御）高速化実証
試験を行う。

30
随意契約
（その他）

- -

川崎重工業（株） 1140001005719

レーザー方式宇宙太陽光
発電システムの研究開発と
して、地上伝送実験用レー
ザー伝送システムの開発
を行う。

48
随意契約
（その他）

- -

9

10

7

8

株式会社メイテック 1180001027412
宇宙太陽光発電システム
（ＳＳＰＳ）研究開発に係る
支援業務を行う。

8 一般競争入札 1 -

株式会社コスモテッ
ク

7010001101987
角田宇宙センターにおける
Ｌ－ＳＳＰＳサブシステムに
係る研究開発支援を行う。

8 - - -

2

3

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

6

7

4

5

富士重工業株式会
社

5011101019196
第3回Ｄ－ＳＥＮＤ＃2落下
試験に対する
支援作業を
行う．


129
随意契約

（企画競争）
1 -

三菱電機株式会社 4010001008772
乱気流検知装置の開発を
行う。

528
随意契約
（その他）

- -

10

8

9

ダイヤモンドエア
サービス株式会社

6180001051878

ライダ高高度モデルによる
大気観測飛行及び乱気流
検知装置の搭載設計作業
を行う。

72
随意契約
（その他）

- -

川崎重工業（株） 1140001005719
遷音速フラッタ試験設備の
気流制御システムの一部
改修を行う。

62
随意契約
（その他）

- -



H

I

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

株式会社スペース
サービス

3010001089574
平成27年度下期から平成
29年度までの資産管理業
務を行う。

50 一般競争入札 1 -

新日鉄住金ソリュー
ションズ株式会社

9010001045803
科学衛星データ処理システ
ム新計算機の運用・保守を
行う。

34 - - -

株式会社丹青社 3010501007440
筑波宇宙センター展示館
（スペースドーム）リニュー
アル作業を行う。

30 - - -

日本電気株式会社 7010401022916
輸送系業務に利用する情
報システム環境を提供す
る。

129 一般競争入札 1 -

株式会社コスモテッ
ク

7010001101987
筑波宇宙センターの電気
及び空調等の共通系施設
設備の保全作業を行う。

89 - - -

株式会社セゾン情報
システムズ

7013301005882 給与関連業務を行う。 72 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

日本レコードマネジメ
ント（株）

3010001033961
機構法人文書と技術情報
の管理の実務を支援する。

253 - - -

日本電気株式会社 7010401022916
臼田・内之浦宇宙空間観測
所の送受信設備の更新を
行う。

182
随意契約
（その他）

- -

株式会社ＩＨＩエアロ
スペース

4010601031653
イプシロンロケット４号機の
製作を行う。

499
随意契約
（その他）

- -

三菱電機株式会社 4010001008772

ＪＡＸＡ地上ネットワークシ
ステム（ＧＮ）を構成する地
上局のうち、パース第１可
搬局の移設を行う。

306 - - -

株式会社コスモテッ
ク

7010001101987
筑波宇宙センターの電気
及び空調等の共通系施設
設備の保全作業を行う。

289 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

株式会社ＪＥＣＣ 2010001033475
統合スーパーコンピュータ
システムの賃貸借を行う。

822 - - -

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙３】に記載

契　約　先
ﾌﾞﾛｯｸ
名

-

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - - - - - -

3

4

1

2

宇宙技術開発株式
会社

3011201000611
人工衛星の追跡管制運用
業務及び追跡関連施設の
設備維持業務を行う。

1,360 一般競争入札 1 -

新規参入者が実施体制を構築
することが困難な業務であると
考えられ、一者応札となってい
る。公告期間を64営業日確保す
るとともに、可能な限り応札しや
すい入札を実施する。

7

8

5

6

ＤＮＴ総合情報サー
ビス共同企業体

-

ＪＡＸＡ共通情報システムに
ついて、システムの運用管
理及び利用者支援の業務
を行う。

429
随意契約
（その他）

- -

株式会社エイ・イー・
エス

6010001089530
人工衛星等の環境試験設
備等の運用業務を行う。

579 一般競争入札 1 -

9

10

ＨＩＲＥＣ株式会社 1050001016956

宇宙用0.15μｍＳＯＩ製造プ
ロセスを用いたアナログ・
デジタル混載回路の開発を
行う。

200
随意契約
（その他）

- -

1

4

5

2

3

（株）長谷工ビジネス
プロクシー

9010401109950
筑波・調布地区借上宿舎の
維持管理業務を行う。


90 一般競争入札 1 -

8

9

6

7

株式会社スペース
サービス

3010001089574
平成25年度から平成27年
度上期までの資産管理業
務を行う。

53 - - -

国立大学法人　東京
大学

5010005007398
ロケット・宇宙機解析技術
の高度化に資する共同研
究および教育を行う。

57
随意契約
（その他）

- -

10 三菱重工業（株） 8010401050387
災害による臨時修理を行
う。（種子島宇宙センター射
点系設備）

27 - - -



別紙（資金の流れ図）

※支出決定額を記載

【企画競争等・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

文部科学省
124,554百万円

事業概要
国立研究開発法人宇宙航空研究
開発機構に対し、その業務の財源
に充てるために必要な金額を交付

〔交付〕

【Ａ】 国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構

116,300百万円※

【Ｂ】 【Ｃ】 【Ｄ】 【Ｅ】 【Ｆ】 【Ｇ】 【Ｈ】 【Ｉ】

法人において繰越しを行っているため、文部科学省の交付額と
異なっている

測位、リモート
センシング、通
信・放送衛星

宇宙輸送シス
テム

宇宙科学・宇宙
探査

有人宇宙活動
宇宙太陽光発
電研究開発

航空科学技術 横断的事項  法人共通

12,137百万円 34,985百万円 19,905百万円 4,866百万円 308百万円 8,365百万円 25,183百万円 10,551百万円

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

測位衛星、リモー
トセンシング衛星、
通信・放送衛星の
研究開発・運用に
より宇宙利用拡大
の推進を図る。

基幹ロケットの維
持・信頼性向上を
行うと共に、我が
国の衛星打上げ
能力の保持（自立
性の確保）、およ
び打上げ需要の
多様化に柔軟か
つ効率的に対応

理学研究及び工
学研究を大学共同
利用システムを基
本として実施し、独
創的かつ先端的な
宇宙科学研究を推
進する。

国際宇宙ステー
ション及び宇宙ス
テーション補給機
の運用を確実に実
施し、有人宇宙技
術の獲得と「きぼ
う」利用推進を行
う。

我が国のエネル
ギー需給見通しや
将来の新エネル
ギー開発の必要性
に鑑み、無線によ
る送受電技術等を
中心とした研究を
行う。

航空機の安全性・
環境適合性の向
上等を目指した先
端的・基盤的な航
空科学技術、及び
防災対応に必要
な無人機技術等
の研究開発を行
う。

教育活動及び人
材の交流、産業
界、関係機関及び
大学との連携・協
力、国際協力、情
報開示・広報・普
及等業務

管理部門経費等

【Ｂ】

測位、リモートセンシング、通
信・放送衛星

【Ｂ－１】 【Ｂ－２】 【Ｂ－３】 【Ｂ－４】 【Ｂ－５】 【Ｂ－６】 【Ｂ－７】 【Ｂ－８】 【Ｂ－９】 【Ｂ－１０】

先進光学衛星の
開発／衛星管制・
ミッション運用シス
テム衛星固有部
の構築及び初期
運用

光データ中継衛星
を用いた光衛星
間通信システムの
開発

光データ中継衛星
を用いた光衛星間
通信システムの設
計検討

平成２７年度　地
球観測衛星のミッ
ション運用業務

平成２７年度追跡
ネットワーク運用
業務

平成２７年度地球
観測業務請負（解
析研究関連）

地球観測衛星用
Ｋａ帯受信システ
ムの整備

光データ中継衛星
光衛星間通信地
上システムの設計
検討

平成２７年度　準
天頂衛星システム
（ＱＺＳＳ）運用業
務

平成２７年度「みち
びき」測位ペイロー
ド及び地上システ
ムの評価・維持支
援

日本電気株式会
社

2,728百万円 637百万円 436百万円 396百万円 388百万円 371百万円 320百万円 214百万円 204百万円 124百万円

三菱電機株式会
社

日本電気株式会
社

日本電気株式会
社

一般財団法人リ
モート・センシング
技術センター

宇宙技術開発株
式会社

一般財団法人リ
モート・センシング
技術センター

日本電気株式会
社

日本電気株式会
社

宇宙技術開発株
式会社

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

先進光学衛星の
開発及び衛星管
制・ミッション運用
システム衛星固有
部の構築及び初
期運用を行う。

光データ中継衛星
を用いた光衛星
間通信システムの
開発を行う。

光データ中継衛星
を用いた光衛星間
通信システムの設
計検討、試作およ
びインタフェース検
討等の関連する作
業を実施する。

地球観測衛星の
ミッション運用業
務、並びに地球観
測情報システムの
運用業務を行う。

人工衛星の追跡
管制運用業務及
び追跡関連施設
の設備維持業務を
行う。

地球観測データの
解析研究に関連
する支援作業を行
う。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

準天頂衛星システ
ム（ＱＺＳＳ）の運
用業務を行う。

「みちびき」測位ペ
イロード及び地上
システムの評価及
び維持支援を実施
する。

地球観測衛星用
Ｋａ帯受信システ
ムの整備を行う。

光衛星間通信地
上システムの設計
検討及び試作評
価を行う。



【企画競争等・ 【随意前公募・ 【随意前公募・ 【随意前公募・ 【随意前公募・ 【随意前公募・ 【随意契約・ 【競争入札・ 【随意契約・ 【競争入札・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【企画競争等・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【随意契約・ 【企画競争等・ 【競争入札・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【随意前公募・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【Ｃ－１】 【Ｃ－２】 【Ｃ－３】 【Ｃ－４】 【Ｃ－５】 【Ｃ－６】 【Ｃ－７】 【Ｃ－８】

宇宙輸送システム
【Ｃ】

【Ｃ－９】 【Ｃ－１０】

新型基幹ロケット
機体システム開発

新型基幹ロケット
用１段エンジンの
開発－エンジンシ
ステム

新型基幹ロケット
固体ロケットブー
スタ及び火工品開
発

新型基幹ロケット
用１段エンジンの
開発－ターボポン
プ

平成２７年度種子
島宇宙センター射
点系設備保全作
業

供給系総合試験
設備　新型基幹ロ
ケット用１段エンジ
ンターボポンプ対
応および液体酸
素ターボポンプ試
験機能付加改修

ロケット専用治工
具等の保守・維持
（その８のア）

平成２６年度～平
成２８年度種子島
宇宙センター共通
系施設設備等保
全運用作業

平成２８年度種子
島宇宙センター射
点系設備保全作
業

平成２７年度　射
場系設備保全作
業

宇宙技術開発株
式会社

7,809百万円 5,018百万円 2,035百万円 1,789百万円 1,685百万円 1,036百万円 792百万円 682百万円 490百万円 466百万円

三菱重工業（株） 三菱重工業（株） 株式会社ＩＨＩエア
ロスペース

（株）ＩＨＩ 三菱重工業（株） （株）ＩＨＩ 三菱重工業（株） 株式会社コスモ
テック

三菱重工業（株）

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

新型基幹ロケット
の機体システムを
開発する。

新型基幹ロケット
用１段エンジン開
発のエンジンシス
テムに関する作業
を実施する。

新型基幹ロケット
に適用する固体ロ
ケットブースタ及び
火工品の開発を実
施する。

新型基幹ロケット
用１段エンジン開
発のターボポンプ
に関する作業を実
施する。


種子島宇宙セン
ター射点系設備
（射場点検取扱設
備、高圧ガス貯蔵
供給設備、大型ロ
ケット組立棟設備）
の保全作業を行
う。

角田宇宙センター
供給系総合試験
設備に対し、ター
ボポンプ試験設備
の改修並び試験
機能の付加を行
う。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

種子島宇宙セン
ター射点系設備
（射場点検取扱設
備、高圧ガス貯蔵
供給設備、大型ロ
ケット組立棟設
備）の保全作業を
行う。

種子島宇宙セン
ター、小笠原追跡
所および内之浦宇
宙空間観測所の
射場系／安全系
設備について、
月
間点検、定期点検
等の保全作業を実
施し、その機能・性

【Ｄ－１】 【Ｄ－２】 【Ｄ－３】 【Ｄ－４】 【Ｄ－５】 【Ｄ－６】

ロケット製作に必
要な専用治工具
等の保守・維持を
行う。

種子島宇宙セン
ターの共通系施設
設備の保全運用
作業を実施する。

【Ｄ－７】 【Ｄ－８】

宇宙科学・宇宙探査

【Ｄ】

【Ｄ－９】 【Ｄ－１０】

Ｘ線天文衛星ＡＳＴ
ＲＯ－Ｈ　フライト
モデルの開発

イプシロンロケット
２号機の製作

ジオスペース探査
衛星バスの開発
（その１）

イプシロンロケット
高度化開発

小型月着陸実証
機「ＳＬＩＭ」の開発

ジオスペース探査
衛星　ミッション部
の開発（その１）

平成２７年度　科
学衛星・探査機の
局管制運用等業
務（内之浦、臼田）

観測ロケットＳ－５
２０－３０号機の開
発

イプシロンロケット
２号機　計測通信
系機器の製作

小惑星探査機「は
やぶさ２」地上系シ
ステムの改修等

日本電気株式会
社

1,053百万円 990百万円 907百万円 545百万円 358百万円 331百万円 282百万円 185百万円 177百万円 173百万円

日本電気株式会
社

株式会社ＩＨＩエア
ロスペース

日本電気株式会
社

株式会社ＩＨＩエア
ロスペース

三菱電機株式会
社

三菱重工業（株） 日本電気株式会
社

株式会社ＩＨＩエア
ロスペース

日本電気株式会
社

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

Ｘ線天文衛星（ＡＳ
ＴＲＯ－Ｈ）のフラ
イトモデルの開発
を行う。

イプシロンロケット
２号機の機体製作
を行う。

ジオスペース探査
衛星のバス部の開
発を行う。

搭載衛星（ジオス
ペース探査衛星）
のため、イプシロ
ンロケット２号機の
能力向上に向け
た開発を行う。

小型月着陸実証
機「ＳＬＩＭ」の開発
の開発を行う。

ジオスペース探査
衛星のミッション
部の開発を行う。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

イプシロンロケット
２号機の計測通信
系機器の製作を
行う。

小惑星探査機（は
やぶさ２）の地上
系システムの改修
を行う。

【Ｅ－１】 【Ｅ－２】 【Ｅ－３】 【Ｅ－４】 【Ｅ－５】 【Ｅ－６】

科学衛星・探査機
運用に関わる追
跡運用作業等を
行う。

観測ロケットＳ－５
２０－３０号機の開
発を行う。

【Ｅ－７】 【Ｅ－８】

有人宇宙活動

【Ｅ】

【Ｅ－９】 【Ｅ－１０】

ＪＥＭ搭載小動物
飼育装置補用品
の調達

ＪＥＭ搭載小動物
飼育装置の開発
（その２）

平成２７年度　「き
ぼう」日本実験棟
利用テーマの実験
準備支援

小動物飼育実験
のためのユニーク
サービスの調達

ＪＥＭ搭載用静電
浮遊炉　フライト予
備品の整備

平成２７年度　宇
宙環境利用に係
る航空機実験の
実施

ループヒートパイ
プラジエータ軌道
上実証実験用
ハードウェアの開
発（その４）

多目的実験ラック
を利用する固体燃
焼実験装置の開
発（その１）

水棲生物継代実
験装置の製作お
よび技術支援（そ
の１）

平成２７年度細胞
培養実験供試体
のフライトモデル
の製作

千代田化工建設
株式会社

440百万円 406百万円 175百万円 110百万円 107百万円 90百万円 70百万円 68百万円 61百万円 54百万円

三菱重工業（株） 三菱重工業（株） 一般財団法人　日
本宇宙フォーラム

米国航空宇宙局
（ＮＡＳＡ）

株式会社ＩＨＩエア
ロスペース

ダイヤモンドエア
サービス株式会

三菱電機株式会
社

株式会社ＩＨＩ検査
計測

三菱重工業（株）

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

ＪＥＭ搭載小動物
飼育装置の付属
品及び消耗品の
調達を実施する。

ＪＥＭに搭載する
小動物飼育装置
の開発を行う。

JEMの利用テーマ
に関し、実験要求
書の作成、地上予
備実験の実施等
により、テーマ提
案者の準備作業を
支援する。

小動物飼育実験
をスペースＸドラゴ
ンに搭載するため
に必要となる射場
作業及び輸送関
連作業を行う。

ＪＥＭ搭載用静電
浮遊炉を構成する
機器類のフライト
予備品を整備す
る。

ＪＥＭにおける宇
宙実験の予備的
実験を航空機によ
る短時間微小重
力空間利用し行
う。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

ＪＥＭ搭載用水棲
生物継代実験装
置フライトモデル
の設計、製作等
と、フライトに必要
な支援を行う。

ＪＥＭで実施する
細胞培養実験の
供試体（フライトモ
デル）の製作を行
う。

ループヒートパイ
プラジエータ（ＬＨ
ＰＲ）技術実証に
用いるループヒー
トパイプの製作を
行う。

多目的実験ラック
搭載用の固体燃
焼実験装置の開
発を行う。



【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【随意契約・ 【随意契約・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【競争入札・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意前公募・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・ 【随意契約・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【Ｆ－１】 【Ｆ－２】 【Ｆ－３】 【Ｆ－４】 【Ｆ－５】 【Ｆ－６】 【Ｆ－７】 【Ｆ－８】

宇宙太陽光発電研究開発

【Ｆ】

【Ｆ－９】 【Ｆ－１０】

マイクロ波ビーム
方向制御装置の
改良検討及び制
御精度評価試験
（追加試験）に向
けた計画検討等

レーザー方式宇
宙太陽光発電シ
ステム地上伝送
実験用レーザー
伝送システムの開
発（その２）

マイクロ波ビーム
方向制御装置にお
ける電子補正制御
（ＲＥＶ制御）高速
化実証試験

レーザー方式宇宙
太陽光発電システ
ム上下伝送試験
準備等作業

高効率光電変換
技術の開発

宇宙太陽光発電
システム（ＳＳＰＳ）
研究開発に係る
支援業務（その
ア）

宇宙太陽光発電
システム（ＳＳＰＳ）
研究開発に係る
支援業務（その
イ）

平成２６年度　Ｌ－
ＳＳＰＳサブシステ
ム要素研究に係る
研究開発支援業
務

ＳＳＰＳ研究開発
シナリオ、ロード
マップの策定に向
けた技術調査等

シンチロメータＬＡ
ＳＭｋＩＩの購入

株式会社プリード

73百万円 48百万円 30百万円 22百万円 18百万円 9百万円 8百万円 8百万円 7百万円 7百万円

三菱電機株式会
社

川崎重工業（株） 三菱電機株式会
社

株式会社日立ビ
ルシステム

シャープ株式会社 株式会社メイテッ
ク

株式会社メイテッ
ク

株式会社コスモ
テック

株式会社三菱総
合研究所

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

マイクロ波ビーム
方向制御装置の
改良検討及び制
御精度評価試験
に向けた計画検
討を行う。

レーザー方式宇
宙太陽光発電シ
ステムの研究開
発として、地上伝
送実験用レー
ザー伝送システム
の開発を行う。

マイクロ波ビーム
方向制御装置にお
ける電子補正制御
（ＲＥＶ制御）高速
化実証試験を行
う。

レーザー方式宇宙
太陽光発電システ
ムにおける上下伝
送試験準備等作
業を行う。

高効率光電変換
技術の開発を行
う。

宇宙太陽光発電
システム（ＳＳＰＳ）
研究開発に係る
支援業務を行う。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

ＳＳＰＳ研究開発
シナリオ、ロード
マップの策定に向
けた技術調査等を
行う。

レーザー伝送時に
大気屈折構造関
数を測定するシン
チロメータを購入
する。

【Ｇ－１】 【Ｇ－２】 【Ｇ－３】 【Ｇ－４】 【Ｇ－５】 【Ｇ－６】

宇宙太陽光発電
システム（ＳＳＰＳ）
研究開発に係る
支援業務を行う。

角田宇宙センター
におけるＬ－ＳＳＰ
Ｓサブシステムに
係る研究開発支
援を行う。

【Ｇ－７】 【Ｇ－８】

航空科学技術

【G】

【Ｇ－９】 【Ｇ－１０】

乱気流検知装置
の開発（その２）

【ＩＨＩとの共同研
究】高効率軽量
ファン・タービン技
術実証に関する
共同研究

平成２７年度～平
成２９年度　風洞
技術開発センター
風洞運用業務

低ソニックブーム
設計概念実証（Ｄ
－ＳＥＮＤ）プロ
ジェクト　Ｄ－ＳＥＮ
Ｄ＃２落下試験支
援（その３）

ＪＡＸＡ実験用航空
機「飛翔」用低騒
音化デバイスの設
計・製作

気球を用いたソ
ニックブーム計測
の支援及び供試
体落下試験（Ｄ－
ＳＥＮＤ＃２）の支
援

ファンブレード衝
撃試験機の製作

乱気流事故防止
システムの飛行実
証（その１）

乱気流情報提供
装置の開発（その
１）

遷音速フラッタ試
験設備気流制御シ
ステムの一部改修

川崎重工業（株）

528百万円 476百万円 169百万円 129百万円 126百万円 107百万円 83百万円 72百万円 70百万円 62百万円

三菱電機株式会
社

（株）ＩＨＩ 株式会社コスモ
テック

富士重工業株式
会社

ダイヤモンドエア
サービス株式会社

スウェーデン宇宙
公社

株式会社守谷商
会

ダイヤモンドエア
サービス株式会社

三菱スペース・ソ
フトウエア株式会

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

乱気流検知装置
の開発を行う。

高効率軽量ファ
ン・タービン技術
実証に関する複
合材料製造技術
のデータ取得等を
行う。

風洞運用業務を行
う。

第３回Ｄ－ＳＥＮＤ
＃２落下試験に対
する
支援作業を行
う．


JｅｔＦＴＢ飛翔を用
いて飛行実証する
ための低騒音化デ
バイスの設計・製
作を行う。


気球を用いたソ
ニックブーム計測
及び供試体落下
試験（Ｄ－ＳＥＮＤ
＃２）の支援を行
う。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

航空機搭載型ドッ
プラーライダーを
用いた乱気流情
報提供装置の設
計・試作を行う。

遷音速フラッタ試
験設備の気流制
御システムの一部
改修を行う。

【Ｈ－１】 【Ｈ－２】 【Ｈ－３】 【Ｈ－４】 【Ｈ－５】 【Ｈ－６】

ファンブレード衝
撃試験機の製作
を行う。

ライダ高高度モデ
ルによる大気観測
飛行及び乱気流
検知装置の搭載
設計作業を行う。

【Ｈ－７】 【Ｈ－８】

横断的事項

【Ｈ】

【Ｈ－９】 【Ｈ－１０】

平成２７年度追跡
ネットワーク運用
業務

ＪＡＸＡスーパーコ
ンピュータシステ
ムの賃貸借

平成２７年度～２８
年度　環境試験設
備等の維持管理

イプシロンロケット
４号機の製作

ＪＡＸＡ共通情報シ
ステムに係る運用
管理業務

パース第１可搬局
の移設整備

平成２６～２８年
度　筑波宇宙セン
ター共通系施設
設備等保全運用
作業

平成２６年度～平
成２８年度上期
機構法人文書及
び技術情報の管
理支援

宇宙用０．１５μｍ
ＳＯＩ製造プロセス
を用いたアナロ
グ・デジタル混載
回路の開発（その
５）

臼田・内之浦宇宙
空間観測所　送受
信設備の更新

日本電気株式会
社

1,360百万円 822百万円 579百万円 499百万円 429百万円 306百万円 289百万円 253百万円 200百万円 182百万円

宇宙技術開発株
式会社

株式会社ＪＥＣＣ 株式会社エイ・
イー・エス

株式会社ＩＨＩエア
ロスペース

ＤＮＴ総合情報
サービス共同企業

三菱電機株式会
社

株式会社コスモ
テック

日本レコードマネ
ジメント（株）

ＨＩＲＥＣ株式会社

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

人工衛星の追跡
管制運用業務及
び追跡関連施設
の設備維持業務
を行う。

統合スーパーコン
ピュータシステム
の賃貸借を行う。

人工衛星等の環
境試験設備等の
運用業務を行う。

イプシロンロケット
４号機の製作を行
う。

ＪＡＸＡ共通情報シ
ステムについて、
システムの運用管
理及び利用者支
援の業務を行う。

ＪＡＸＡ地上ネット
ワークシステム（Ｇ
Ｎ）を構成する地
上局のうち、パー
ス第１可搬局の移
設を行う。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

宇宙用０．１５μｍ
ＳＯＩ製造プロセス
を用いたアナロ
グ・デジタル混載
回路の開発を行
う。

臼田・内之浦宇宙
空間観測所の送
受信設備の更新を
行う。

筑波宇宙センター
の電気及び空調
等の共通系施設
設備の保全作業
を行う。

機構法人文書と技
術情報の管理の
実務を支援する。



【競争入札・ 【競争入札・ 【随意契約・ 【企画競争等・ 【随意契約・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【競争入札・ 【企画競争等・ 【随意前公募・
物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】 物品役務等】

【Ｉ－１】 【Ｉ－２】 【Ｉ－３】 【Ｉ－４】 【Ｉ－５】 【Ｉ－６】 【Ｉ－７】 【Ｉ－８】

 法人共通

【I】

【Ｉ－９】 【Ｉ－１０】

平成２７年度　輸
送系業務実施環
境の提供

筑波・調布地区借
上宿舎賃貸借契
約に伴う賃料等
（平成２７年度分）

平成２６～２８年度
筑波宇宙センター
共通系施設設備
等保全運用作業

平成２６年度給与
関連業務

平成２７年度社会
連携講座設置契
約

平成２５年度～平
成２７年度上期
資産管理業務

平成２７年度下期
～平成２９年度
資産管理業務

科学衛星データ処
理システム新計算
機　運用・保守

筑波宇宙センター
展示館（スペース
ドーム）リニューア
ル作業

平成２７年度種子
島宇宙センター射
点系設備臨時修
理作業

三菱重工業（株）

129百万円 90百万円 89百万円 72百万円 57百万円 53百万円 50百万円 34百万円 30百万円 27百万円

日本電気株式会
社

（株）長谷工ビジ
ネスプロクシー

株式会社コスモ
テック

株式会社セゾン情
報システムズ

国立大学法人　東
京大学

株式会社スペー
スサービス

株式会社スペー
スサービス

新日鉄住金ソ
リューションズ株

株式会社丹青社

災害による臨時修
理を行う。（種子島
宇宙センター射点
系設備）

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

輸送系業務に利
用する情報システ
ム環境を提供す
る。

筑波・調布地区借
上宿舎の維持管
理業務を行う。


筑波宇宙センター
の電気及び空調
等の共通系施設
設備の保全作業を
行う。

給与関連業務を
行う。

ロケット・宇宙機解
析技術の高度化
に資する共同研究
および教育を行
う。

平成２５年度から
平成２７年度上期
までの資産管理
業務を行う。

事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要 事業概要

平成２７年度下期
から平成２９年度
までの資産管理
業務を行う。

科学衛星データ処
理システム新計算
機の運用・保守を
行う。

筑波宇宙センター
展示館（スペース
ドーム）リニューア
ル作業を行う。



別紙２

土地・建物賃借料、電気・空調設備の運用・
保全作業、警備業務等

3,511.2 役務
平成２７年度　地球観測衛星のミッション運
用業務

396

人件費 役職員の給与・退職金・社会保険料等 4,110.2

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

I..法人共通 B-4

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

業務費

一般管理費 管理部門に係る物件費、公租公課 2,929.1

計 10,550.5 計 396

製作
先進光学衛星の開発／衛星管制・ミッション
運用システム衛星固有部の構築及び初期
運用

2,728 役務 平成２７年度追跡ネットワーク運用業務 388

B-1 B-5

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 2,728 計 388

製作
光データ中継衛星を用いた光衛星間通信
システムの開発

637 役務
平成２７年度地球観測業務請負（解析研究
関連）

371

B-2 B-6

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 637 計 371

役務
光データ中継衛星を用いた光衛星間通信
システムの設計検討

436 役務 地球観測衛星用Ｋａ帯受信システムの整備 320

B-3 B-7

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 436 計 320

光データ中継衛星　光衛星間通信地上シス
テムの設計検討

214 役務
新型基幹ロケット用１段エンジンの開発－エ
ンジンシステム

5,018
費目・使途

（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

B-8 C-2

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

役務

計 214 計 5,018

役務
平成２７年度　準天頂衛星システム（ＱＺＳ
Ｓ）運用業務

204 役務
新型基幹ロケット固体ロケットブースタ及び
火工品開発

2,035

B-9 C-3

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 204 計 2,035

役務
平成２７年度「みちびき」測位ペイロード及
び地上システムの評価・維持支援

124 役務
新型基幹ロケット用１段エンジンの開発－
ターボポンプ

1,789

B-10 C-4

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 124 計 1,789

役務 新型基幹ロケット　機体システム開発 7,809 役務
平成２７年度種子島宇宙センター射点系設
備保全作業

1,685

C-1 C-5

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 7,809 計 1,685



供給系総合試験設備　新型基幹ロケット用
１段エンジンターボポンプ対応および液体
酸素ターボポンプ試験機能付加改修

1,036 役務 平成２７年度　射場系設備保全作業 466
費目・使途

（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

C-6 C-10

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

役務

計 1,036 計 466

役務
ロケット専用治工具等の保守・維持（その８
のア）

792 製作
Ｘ線天文衛星ＡＳＴＲＯ－Ｈ　フライトモデル
の開発

1,053

C-7 D-1

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 792 計 1,053

役務
平成２６年度～平成２８年度種子島宇宙セ
ンター共通系施設設備等保全運用作業

682 役務 イプシロンロケット２号機の製作 990

C-8 D-2

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 682 計 990

役務
平成２８年度種子島宇宙センター射点系設
備保全作業

490 役務
ジオスペース探査衛星バスの開発　（その
１）

907

C-9 D-3

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 490 計 907

イプシロンロケット高度化開発 545 製作 観測ロケットＳ－５２０－３０号機の開発 185
費目・使途

（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

D-4 D-8

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

役務

計 545 計 185

製作 小型月着陸実証機「ＳＬＩＭ」の開発 358 役務
イプシロンロケット２号機　計測通信系機器
の製作

177

D-5 D-9

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 358 計 177

役務
ジオスペース探査衛星　ミッション部の開発
（その１）

331 製作
小惑星探査機「はやぶさ２」地上系システム
の改修等

173

D-6 D-10

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 331 計 173

役務
平成２７年度　科学衛星・探査機の局管制
運用等業務（内之浦、臼田）

282 役務 ＪＥＭ搭載小動物飼育装置補用品の調達 440

D-7 E-1

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 282 計 440

ＪＥＭ搭載小動物飼育装置の開発（その２） 406 役務
平成２７年度　宇宙環境利用に係る航空機
実験の実施

90
費目・使途

（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

E-2 E-6

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

製作

計 406 計 90

役務
平成２７年度　「きぼう」日本実験棟利用
テーマの実験準備支援

175 製作
ループヒートパイプラジエータ軌道上実証実
験用ハードウェアの開発（その４）

70

E-3 E-7

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 175 計 70

役務
小動物飼育実験のためのユニークサービス
の調達

110 製作
多目的実験ラックを利用する固体燃焼実験
装置の開発（その１）

68

E-4 E-8

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 110 計 68

役務
ＪＥＭ搭載用静電浮遊炉　フライト予備品の
整備

107 製作
水棲生物継代実験装置の製作および技術
支援（その１）

61

E-5 E-9

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 107 計 61



F-10 G-4

その他 シンチロメータＬＡＳＭｋＩＩの購入 7 役務

E-10 F-4

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

製作
平成２７年度細胞培養実験供試体のフライト
モデルの製作

54 役務
レーザー方式宇宙太陽光発電システム上下
伝送試験準備等作業

22

F-1 F-5

F-2 F-6

役務
マイクロ波ビーム方向制御装置の改良検討
及び制御精度評価試験（追加試験）に向け
た計画検討等

73 役務 高効率光電変換技術の開発

F-3

22

18

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 54 計

計 73 計 18

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

F-8 G-2

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

役務
レーザー方式宇宙太陽光発電システム地上
伝送実験用レーザー伝送システムの開発
（その２）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

48 役務
宇宙太陽光発電システム（ＳＳＰＳ）研究開
発に係る支援業務（そのア）

9

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 48 計 9

役務
マイクロ波ビーム方向制御装置における電
子補正制御（ＲＥＶ制御）高速化実証試験

30 役務
宇宙太陽光発電システム（ＳＳＰＳ）研究開
発に係る支援業務（そのイ）

8

F-7

計 30 計 8

役務
平成２６年度　Ｌ－ＳＳＰＳサブシステム要素
研究に係る研究開発支援業務

8 その他
【ＩＨＩとの共同研究】高効率軽量ファン・ター
ビン技術実証に関する共同研究

476

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

F-9 G-3

計 8 計 476

役務
ＳＳＰＳ研究開発シナリオ、ロードマップの策
定に向けた技術調査等

7 役務
平成２７年度～平成２９年度　風洞技術開発
センター　風洞運用業務

169

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

G-1 G-5

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 7 計 169

低ソニックブーム設計概念実証（Ｄ－ＳＥＮ
Ｄ）プロジェクト　Ｄ－ＳＥＮＤ＃２落下試験支
援（その３）

129

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 7 計 129

製作 乱気流検知装置の開発（その２） 528 製作
ＪＡＸＡ実験用航空機「飛翔」用低騒音化デ
バイスの設計・製作

126

計 528 計 126



H-7 I-1

H-6 H-10

G-8 H-2

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

G-6 G-10

役務
気球を用いたソニックブーム計測の支援及
び供試体落下試験（Ｄ－ＳＥＮＤ＃２）の支援

107 役務
遷音速フラッタ試験設備気流制御システム
の一部改修

62

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 62

G-7 H-1

役務 ファンブレード衝撃試験機の製作 83 役務 平成２７年度追跡ネットワーク運用業務 1,360

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 107

G-9 H-3

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

H-4 H-8

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 83 計 1,360

役務
乱気流事故防止システムの飛行実証（その
１）

72 賃貸借
ＪＡＸＡスーパーコンピュータシステムの賃貸
借

822

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 72 計 822

役務 乱気流情報提供装置の開発（その１） 70 役務
平成２７年度～２８年度　環境試験設備等の
維持管理

579

計 70 計 579

製作 イプシロンロケット４号機の製作 499 役務
平成２６年度～平成２８年度上期　機構法人
文書及び技術情報の管理支援

253

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 253

H-5 H-9

役務
ＪＡＸＡ共通情報システムに係る運用管理業
務

429 役務
宇宙用０．１５μｍＳＯＩ製造プロセスを用い
たアナログ・デジタル混載回路の開発（その
５）

200

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 499

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 429 計 200

役務 パース第１可搬局の移設整備 306 役務
臼田・内之浦宇宙空間観測所　送受信設備
の更新

182

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 306 計 182

役務
平成２６～２８年度　筑波宇宙センター共通
系施設設備等保全運用作業

289 役務 平成２７年度　輸送系業務実施環境の提供 129

計 289 計 129



計 57 計 30

I-5 I-9

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

役務 平成２７年度社会連携講座設置契約 57 役務
筑波宇宙センター展示館（スペースドーム）
リニューアル作業

30

計 72 計 34

E-4 I-8

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

役務 平成２６年度給与関連業務 72 役務
科学衛星データ処理システム新計算機　運
用・保守

34

計 I-4 計 50

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

I-2 I-6

役務
筑波・調布地区借上宿舎賃貸借契約に伴う
賃料等（平成２７年度分）

90 役務
平成２５年度～平成２７年度上期　資産管理
業務

53

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 53

I-3 I-7

役務
平成２６～２８年度　筑波宇宙センター共通
系施設設備等保全運用作業

89 役務
平成２７年度下期～平成２９年度　資産管理
業務

50

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 90



計 0 計 0

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 0 計 0

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 0 計 0

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 27 計 0

平成２７年度種子島宇宙センター射点系設
備保全作業

27
費目・使途

（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

I-10

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

役務


